
フード・コミュニケーション・プロジェクトチーム

平成２２年６月

平成２２年度 ＦＣＰ
「企業力向上の場としてのﾏｯﾁﾝｸﾞ・商談会」

の活用に関する研究会について



○ フード・コミュニケーション・プロジェクト（以下FCPとする）の基本的な考え方に基づき、平
成２１年度に作成した「ＦＣＰ商談会・展示会シート」の活用に関する情報を共有し、広く普及
させるための意見交換を行います。

本研究会では、具体的に「ＦＣＰ商談会・展示会シート」を活用した結果をご報告いただき、
「ＦＣＰ商談会・展示会シート」活用に関する情報を共有し、「ＦＣＰ商談会・展示会シート」を
広く普及させるためのご提案や課題解決に向けた意見交換を行います。

併せて、「協働の着眼点」を活用した食品事業者の取組事例に関する情報を広くご提供い
ただき、意見交換を行うとともに、「協働の着眼点」をより良いものに見直すための情報の提
供、改善に向けた提案をしていただきます。

研究会の目的

○研究会主催：農林水産省 フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）事務局

○研究会の情報共有ネットワークの構築

メーリングリストを作成し、「ＦＣＰ商談会・展示会シート」の活用状況及び、「協働の着眼点
（第１版）」の活用事例等に関して、研究会に所属するメンバー間の情報共有を促進します
。
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研究会の進め方

○研究会：第１回を含め、年間３回、全体報告会２回実施を予定しています。内容は、下記の通り予定しています。

・【第１回 研究会】 ：７月２日（金）１０：００～１２：００ （詳細は後日ご案内）

平成22年度「企業力向上の場としてのﾏｯﾁﾝｸﾞ・商談会」の活用促進に関する研究会の進

め方と、「ＦＣＰ商談会・展示会シート」の今後の活用に関する意見交換等

・【第２回 研究会】 ：１０月実施予定（後日ご案内）

研究会参加メンバーのシート活用状況に関する情報共有及び、「ＦＣＰ商談会・展示会シ

ート」に係る農林水産省の規格検討に関する調査の進捗報告

・【全体中間報告会】：東京大学にて１１月実施予定（後日ご案内）

・【第３回 研究会】 ：１月実施予定（後日ご案内）

シート・「協働の着眼点」の活用、項目等に関する意見交換、研究会の取りまとめ及び、

「ＦＣＰ商談会・展示会シート」に係る農林水産省の規格検討に関する調査の進捗報告

・【全体成果報告会】：東京大学にて３月実施予定（後日ご案内）

※「ＦＣＰ展示会・商談会シート」に係る農林水産省による規格の検討について

今年度農林水産省表示・規格課では、商談会・展示会での情報のやり取りに関する規格の策定を検討するため、商
談会の実態調査及び「ＦＣＰ商談会・展示会シート」の利用に関する実態調査を行います。これは、食品事業者による
消費者への食品情報の提供及びその前提となる事業者間でのやりとり等の手順について、適切性かつ透明性を確
保するための農林水産省の規格の策定に向けた調査です。

この調査の一環として研究会参加皆様には、商談会シートの使用実態について、関係者ヒアリングやグループイン
タビュー等のご協力をお願いさせていただくこともあります。
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【農林水産省主催ﾏｯﾁﾝｸﾞ研究会】シート活用の情報共有・検証

21

22

○農林水産省主催 ＦＣＰ企業力向上の場としての商談会・展示会研究会
【回数】全３回開催（予定）、【目的】ＦＣＰ商談シートの活用拡大と検証

○農林水産省主催 ＦＣＰ企業力向上の場としての商談会・展示会研究会
【回数】全３回開催（予定）、【目的】ＦＣＰ商談シートの活用拡大と検証

・平成21年度に作成したＦＣＰ商談会・展示会シートを参加メンバーを中心に様々な商談会、
展示会等で活用し、そのシートの周知・普及を図る。
・また、シートを実際に活用した際の、主催者・出展者・来場者（バイヤー等）それぞれの意見
や感想を参加メンバーで情報共有し、シートの項目に関しての検証も行う。
※ＭＬ等で随時情報共有。各商談会・展示会での農林水産省のシート説明等も可能。
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※状況に応じて研究会回数の増減、個別ﾋｱﾘﾝｸﾞの可能性あります。
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